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Ａ ほぼ達成できた。（８割以上） （評価点） 4

Ｂ 概ね達成できた。（６割以上） 回答%に係数を乗算した総和（計算式）  　中央値は (0) 3

Ｃ 不十分である。(４割以上) 2 あまりできていない。

Ｄ 達成できなかった。（４割以下） 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

③　主権者教育や社会参画・地域連携事
業を通して、未来を担う公民としての資質
を育む指導

自己評価結果

学校評価アンケート等

②　法令遵守及び社会規範への意識を
高め確立を図る指導

学校評価アンケート等

(評価点）
・生徒による評価
「開始時刻着席」（83) 　「校則を守る」（75)

「朝読書・朝の学習(ﾌﾟﾚｽﾀ)」 （70)　といずれも高い評価となった。

・保護者による評価
「校則規範意識」(53) 　「毎朝朝食摂取」(50)

「保護者の意見や要望が伝える環境がある」(50)が上位3項目であった。

・教員評価は、「基礎基本授業改善と工夫」(59)

「教育目標・指導重点理解」(59) が上位の評価となった。学校評価アンケート等

③　集団活動や種々の読書活動をとおし
て、思考力・判断力・表現力などの育成を
図り、他と協働し協力し合うなど、思いやり
のある心を育てる指導

①　文武両道の実践に向けた指導と各部
の目標達成への積極的且つ規律ある部
活動の指導

②　ホームルーム活動をとおして活力あ
るクラスづくりを目指すと共に、いじめをな
くし生命と人格を尊重する態度を育てる指
導

学校目標・経営方針

①　家庭学習と授業の一体化を進め、確
かな学力の定着を図ると共に、学ぶ意欲
を高め、主体的・協働的な学びを深める
指導

本年度の重点目標

1

① 　自己管理能力の育成を図り、遅刻や
欠席、朝食の欠食を減らす基本的生活習
慣の確立を図る指導

　基本的生活習慣の確立と、安
全管理・規範意識の高揚を図
る指導に努める。

 学習習慣の確立と確かな学力
の定着を図り、個々に応じた進
路実現をめざしたキャリア教育
の充実に努める。

本年度の重点目標

③　節電・節水、ごみの分別などを通じ
て、環境美化を意識させる指導

2

②　相談活動及び個々に応じた指導の充
実を図り、個々のキャリアを形成していく
進路実現を図る指導

１　基本的生活習慣の確立と、安全管理・規
範意識の高揚を図る指導に努める。

２　学習習慣の確立と確かな学力の定着を図
り、個々に応じた進路実現をめざしたキャリア
教育の充実に努める。

３　生徒会活動を活発化するとともに、諸活動
をとおして心身の健やかな成長を図る指導に
努める。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

3

 生徒会活動を活発化するとと
もに、諸活動をとおして心身の
健やかな成長を図る指導に努
める。

4

A

良くできている。

できている。

できていない。

評
価

（評価点）
・家庭学習と授業の有機的な連携は、ここ数年の校内研究の重要テーマであ
る。言われたことには素直に取り組む点は評価できる。
「集中して授業に取り組む」(54)(生徒) に対して「授業が理解できる」（39）(生

徒)の結果を見ると、教員の授業改善により「授業がわかる」ことが重要とな

る。R1年度は、PDCAサイクルに基づく授業改善に全校で取り組んだ。その

結果、「基礎基本授業改善と工夫」(59)　「教育目標・指導重点理解」(59) の
教員評価が最上位となり、改善された。

・　「自主的な学び」に課題があるのは、従来と異なる学習支援が必要な生徒
が増えてきたことが原因である。個人指導にシフトした支援がますます重要に
なる。R1年度実施した「朝の学習（プレスタ）」への取り組み」が、生徒には概

ね好意的に捉えられている(70)ので、きずなの日等を利用して、さらに基礎学
力の育成を継続する。

・授業における教員の「シラバスや評価規準の明確化」
H29(-3)➔H30(35)→R1(21)と変動した。生徒の「授業計画把握」(24)では
低下傾向が見られた。教員による授業アンケート等による授業そのものの評
価は、H30年度56%から、R1年度には100%を達成した。授業改善の共通意

識が高まってきている。さらに、3年間の各教科指導目標を提示し、生徒との
意識の共有を図る。

・本校のキャリア教育であるドリカムシステムは生徒の職業観や進路意識の
向上に寄与していると考えられる。更に外部や地域との連携を推進し、夢を
叶える学習習慣の形成を支援する。

B

4

・朝の登校指導、朝読書、昼の巡回指導、管理職と年次主任との打合せ会な
どチームとして粘り強い指導を続けてきた効果と思う。今後も生徒の変化をい
ち早く発見し、情報共有しながら柔軟な対応を行う。

・保護者の評価として、意見要望の言える環境の評価が上位となった。学校
の指導や生徒の状況を保護者に正しく伝え、また三者懇談等で生徒に関す
る相互理解を深めてきた成果と考える。

・「節電や節水，ごみの分別指導」(34)11ポイント上昇した（教員）。

「節約・分別の努力」(64)（生徒）と両者の意識の差が少し縮まった。

・スマホやSNSの利用に関して、「適切な使用を意識した指導」(27）(教員)、

「生徒は適切に使っている」(12)(保護者）といずれも低評価であった。ネットト
ラブル防止に向けて、情報リテラシーの育成を継続する。

（評価点）
・ここ数年生徒数が減少し、部によっては活動を活性化する際の課題となっ
た。さらに年度末に起きた新型肺炎等のリスク回避による活動の自粛もあり、
今後の見通しが難しい局面となった。

・教員の「カウンセリングマインドをもった生徒への応対」は、H30冬(42)→R1

冬(53)と11ポイント増加した。今後もこの応対を継続していく。一方で、クラス
の課題を発見し、教育活動の目標や意義を生徒と共有することが重要であ
る。

・「いじめ防止」に関する学校と家庭の意識の差は、改善が必要と考える。教
員の対応が見えにくい内容なので、保護者と十分コミュニケーションをとるこ
と、必要ならば担任だけでなく、年次などチームとして対応していく必要があ
る。

・保護者評価
「PTA活動が活発」H29冬(22)➔H30冬(25)→R1冬(26)

「PTA活動に積極的に参加」H29冬(-8)➔H30冬(-7)→R1冬(-13)と低下傾

向にある。R1年度は、地区PTAの廃止のように保護者の負担軽減を図った。
今後も保護者に来校してもらう新たなしくみや情報発信の工夫を行い、学校
への関心を高めることが求められている。

（評価点）
生徒による評価
①「課題や宿題をやって提出」については、H30冬(67)➔R1冬(62)とやや

減少。一方「課題がなくても自主的に」は、H29(11)→H30冬(12)➔R1冬

(3)と下降傾向。評価も高くない。保護者評価「家庭学習習慣がある」(6)もこ
れに連動し低評価となった。

②「選択科目が自分の進路に合っている」（61）　「進路目標や進路先を考

察している」（62）と生徒評価はこれまで通り高く、キャリア教育の指導の効
果が見られる。

③主権者教育は該当教科における授業実践と選挙講座の二本柱で継続し
て実施した。2年次対象の講座では、「選挙で社会は良くなる」が事前より22

ポイント、「選挙の投票意欲」が13ポイント増加した。また3年次の授業の一

環として、市議会傍聴を1回行い、主権者意識の向上を図ることができた。
　さらに、やまびこ支援学校との一日交流では、参加生徒全員に、多様性を
尊重し、共生社会を生きる自覚を育成することができた。

産業社会と人間、総合的
な学習の時間での指導

学校評価アンケート等

行事アンケート等

授業アンケート等

学校評価アンケート等

心ボックスやいじめアン
ケートの活用

(評価点)

生徒による評価
①「学校生活が楽しい」(61)は変動なし。高い評価となった。

「部活動に積極的に参加」は、H30冬(57)→R1冬(43）と下降した。

保護者評価は、[部活動が盛ん」(29)とこれまでより評価は高くはなかった。
一方で教員評価は
「規律ある部活動の指導」H29冬(45)➔H30冬(39)→R1冬(39)、「文武両

道の実践に向けた指導」H29冬(35)➔H30冬(18)→R1(32）と回復傾向に
あった。

②生徒は「クラスが結束している」(61)

教員評価の「活力あるクラスづくり」(42)は、H30より9ポイント増加したが、
依然として、教員と生徒の意識のちがいが認められた。

③朝10分間読書(46) 朝の学習・プレスタ(51）への取り組み指導（教員）は

概ね達成できた。「いじめや不登校の未然防止に努める指導」R1冬(48)、

生徒評価は(37)と例年と同じ傾向だが、保護者は「いじめ防止に努めてい

る」 R1冬(7と、より厳しい見方をしていることがわかる。

・部活動が困難の時だからこそ、先生方と生徒で叡智を出し合って、取り組
みの過程を大切にする実践をお願いしたい。学園祭は大いに盛り上がる行
事と思うので、集団を活性化するきっかけとしてほしい。

・生徒に対してきめ細やかな指導を徹底していることを外部にもっとアピール
すべきである。

・PTA活動の内容にもよるが、保護者への働きかけが重要であるので、工夫
して活性化に取り組んでほしい。

・大学の図書館には書籍をはじめ文化的価値の高い資料も豊富である。ま
た地域の団体等とも連携し、生徒や教師がそれらを利用する方法も考えら
れると思う。

校訓「叡知創造」の精神のもと、２１世紀をたくましく、心豊かに生き抜き、社会の進展や調和に貢献できる人間を目指す 山梨県立上野原高等学校校長　　小佐野 景賀

学校関係者評価

実施日　（令和年2月20日）

評価

年度末評価（12月9日　現在）

B

・規律・道徳などの高評価な項目については、継続性を持って指導をしてほ
しい。

・朝の学習(ﾌﾟﾚｽﾀ)が週3回実施となっているが、マンネリ化しないように。そ
の取り組みの先に具体的な目標が必要である。漢検・英検・数検など成果が
測定できるものがあると良い。

・節電節水のみならず、災害に対する家庭での話し合いが重要。上野原周
辺のハザードマップを活用すると良い。そのきっかけ作りを学校からお願い
したい。

・スマホ等の使用については、依存症にならない指導と犯罪に巻き込まれな
い意識を育ててほしい。スマホで読書できる時代にあっては、多くの情報を
見極める力が必要と考える。

・家庭学習の習慣化は、教師が意図して出した課題と学校の授業が連携し
て、次の授業が進められるのが理想である。課題の充実をお願いしたい。ま
たスローラナーは、「学習の仕方・方法がわからない」「自分がどこがわから
ないのかが曖昧」などの実態がある。その支援をすることが重要。

・シラバス等で進捗状況を生徒に把握させると共に、評価規準についても理
解を深めることが必要と思う。また授業等での導入時に、到達目標を具体的
に生徒に指示し、言語活動等を促し気づきを促すことが大切と考える。さら
に生徒の生の声を拾って、授業に反映させる実践を望む。

・学校の取り組みにPDCAサイクルを取り入れ、カリキュラムマネジメントの
意識と育成を行っている点は評価したい。授業改善の中で、地域の中学校と
の連携を図れるようにすると良い。

・総合学科発表会への取り組みの深化と発展を望む。さらに深みのある調
査や研究を目指してほしい。外部指導によるプレゼンテーション指導や資料
作成の手立てがあっても良いかなと思う。
ドリカムシステムの成果は、地域や社会にもっと発信してほしい。

・授業については、できる→楽しい→意欲的に取り組む→予習復習という流
れが理想である。生徒が内容を納得する経験を多く積み重ねていけるよう指
導をしていくしかない。
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